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2023 年度 前期 展覧会

テーマ展 「遠山記念館のアヴァンギャルドたち
　　　 ─新収品の紹介をかねて─」� 4月1日(土)～5月28日(日)

20世紀ヨーロッパの前衛美術家フォンターナ、カポグロッシ、ピカソの新収品を初公開します。あわせて、
当館の所蔵品のなかから東洋のアヴァンギャルドともいうべき自由な造形意欲のあふれる作品を選んで展示
します。当館には古代シリアのテラコッタ像の国内最大のコレクションがありますが、そのなかから自在な
造形が魅力的な人物像39体を一挙公開します。東アジアの書画には中国唐時代にはじまる「逸品」という、
スタンダードから逸脱した造形を鑑賞する評価基準があります。この芸術伝統は鎌倉時代にもたらされた禅
宗美術、さらに茶の世界へと発展・継承されます。当館の所蔵品による東西のアヴァンギャルド対決をお楽
しみください。

ジュゼッペ・カポグロッシ《表面579》について
イタリアの前衛芸術家、ジュゼッペ・カポグロッシ（1900 〜 1972）によるレリーフ、《表面579》。白一色の

ざらりとした面の上に盛りあがった独特の形態と、それの作る淡い影が目をひきます。ローマに生まれたカポ
グロッシは、大学で法学を修めたのち、絵画制作に専念し、1930年代半ばから画家としての活動を始めました。
1940年代後半から非具象的な表現に移行していき、最初の個展を開いた1950年ごろには、本作にもその特徴
が表れている、寓意性や象徴性をもたない記号のような形で画面を埋めるスタイルを確立しています。

カポグロッシの作品は、1949年のある時期から、すべて《表面》�6�X�S�H�U�À�F�L�Hというタイトルに統一され、「01」
から始まる番号を振られてシリーズ化されます。初期の作品は主に平面でしたが、次第にレリーフ形式の作
品も増えていきました。1966年に制作された本作も、このレリーフ形式の作品の一つです。厚紙と見られる
素材を重ねた上から、目の粗い布をかけて平らな土台を作り、そこに自在な形に切った厚紙を貼りつけ、全
体を白一色にしあげたもので、同年には、白を基調にしたレリーフ形式の作品がほかにも複数制作されてい
ます。

（巖谷睦月：東北学院大学准教授）

ジュゼッペ・カポグロッシ《表面579》　1966年
ⓒ SIAE, Roma & JASPAR, Tokyo, 2023 G3148　 清水比庵《富士山》　1970年

松平不昧《達磨図自画賛》　江戸時代後期（19世紀）
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コレクション展１ � 6月10日(土)〜9月3日(日)

幅広いジャンルを持つ遠山記念館のコレクションの中から、松花堂昭
乗「布袋弾琴図」をはじめとする近世近代の絵画、小袖などの染織品、
また中国の陶磁器などを選んで展示します。

展示作品（すべて通期展示、いずれも遠山記念館蔵）
　第一部：東洋美術の「逸品」たち

・浦上玉堂「煙雲空濛図」　江戸時代後期　19世紀
・岡田米山人「仙客談古図」　江戸時代後期　1818年
・江月宗玩「一行書」　江戸時代前期　17世紀前半
・江雪宗立「一行書」　江戸時代中期　17世紀後半
・清水比庵「竹声松影」　1963年
・「竹一重切花生」　江戸時代中〜後期　18-19世紀　
・松平不昧「達磨図自画賛」　江戸時代後期　19世紀
・松平不昧「円相」　江戸時代後期　19世紀
・清水比庵「富士山」　1970年
・清水比庵「一日を」　1962年

　第二部：新収品と古代シリアの不思議な造形
・ルーチョ・フォンターナ「空間概念 自然」　1959-1960年
・ジュゼッペ・カポグロッシ「表面579」　1966年
・パブロ・ピカソ「女性頭部」　1953年
・「女神像」　シリア北部　紀元前2000年頃　ほか計39点

・特別講演会「古代シリアの女神たち ─ 何を託され、祈られたのか ─」　　Zoom開催
4月15日（土）　午後1:30 ～ 3:30
講　師：宮下佐江子氏 （国士舘大学イラク古代文化研究所特別研究員）
参加費：無料　　定員80名（先着）　

・特別講演会「ルーチョ・フォンターナのブロンズ作品について」　　Zoom開催
4月30日（日）　午後1:30 ～ 3:30
講　師：黒川弘毅氏 （武蔵野美術大学名誉教授）
参加費：無料　　定員80名（先着）　

お申し込み用アドレス： tkkk@e-kinenkan.com
上記アドレスにメールで「お名前・電話番号・参加人数」をお知らせください。折り返し当館から招待メール
を送らせていただきます。当館ホームページからもお申し込みできます。

会期中のイベント

松花堂昭乗「布袋弾琴図」
江戸時代初期　17世紀　（展示期間6/10～7/23）　

「天龍寺青磁鉢　龍泉窯」
明時代初期　15世紀　

「透綾地流水に花菖蒲模様単衣」
江戸時代後期　19世紀（展示期間6/10～7/23）　



−20−

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、以下の点にご協力をお願いいたします。

・37.5℃以上の熱のある方、咳・咽頭痛などの症状のある方は、ご来館をお控えください。
・ご入館時に検温をお願いします。
・館内にアルコール消毒液を設置しておりますので、手の消毒に使用してください。
・館内では、会話を控えめにし、周囲の方と距離を保ってください。
・作品、展示ケース、壁や柱などにはお手を触れないでください。

⃝ご来館のみなさまへ⃝

◇入館料

一　般 学　生
特別展 1,000円 800円
通　常 800円 600円

庭園邸宅のみ 600円 400円
※中学生以下は無料、団体20名以上は2割引き

◇開　館　午前10：00 ～午後4：30（入館は午後4：00まで）
◇休館日　月曜日（月曜が祝日の場合は翌日）
　　　　　及び4月18日（火）、5月9日（火）、7月25日（火）
◇邸宅、庭園のみ公開（展示替期間）
　　　　　5月30日（火）～6月9日（金）
　　　　　9月5日（火）～9月15日（金）
◇詳しい展覧会情報は下記をご覧ください。
　URL https://www.e-kinenkan.com

利 用 案 内

上八ツ林

川島町役場川島町役場
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電車・バスでのご来館の場合
●東武東上線・JR埼京線　川越駅
●西武新宿線　本川越駅　　●JR高崎線　桶川駅
　いずれも「川越駅－桶川駅」間の東武バスで
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下車、徒歩15分　　

お車でのご来館の場合
●圏央道川島ICより7分
●�川越方面から国道254号線の宮元町交差点を川島方面へ右折、

釘無橋を渡り最初の信号を左折、案内板に従って約10分

遠山元一が長男一行（大正11年生まれ）の
初節句の祝いとして揃えた、端午の節句飾り
です。毎年、雛壇飾りと同様、遠山邸中棟大
広間の次の間に飾られます。その中には、人
間国宝の二代平田郷陽や京都の大木平蔵など
名工の作品も含まれ、鎧兜を中心に、鍾馗、
神武天皇、日本武尊、応神天皇、源為朝、加
藤清正・本多忠勝など勇猛な姿の人形や飾り
馬、また金太郎など子どもの姿を表した愛ら
しい人形が並びます。

●遠山家端午の節句飾り　4月19日（水）～5月7日（日）


